
ＪＲ東海労ニュース

日本時間５月18日、米ハワイ州オアフ島で、ＭＶ22オスプレイが墜落し22人が死傷

しました。

この機種は、海兵隊所有で、沖縄普天間飛行場に配備されている機種と同種です。

横田基地に配備が予定されている機種は、海軍仕様のＣＶ22です。事故率はＣＶはＭ

Ｖの約３倍とされています。今回墜落したのは、事故率のリスクが低い機種です。こ

の事故により、基地周辺の住民の不安はつのるばかりです。

日本の航空法では、住宅密集地では300ｍ、その他の場所では150ｍ以下で飛行して

はいけない、また「回転翼航空機は、全発動機が不作動である状態で、自動回転飛行

により安全に進入し着陸することができるものでなければならない」などの規定があ

ります。しかし、日米安保条約に基づき米軍特権を保障している日米地位協定の下で

は、これは適用外なのです。オスプレイは我が物顔で日本国中を飛行することが可能

です。こんな不公平・理不尽なことがあって良いのでしょうか？

政府は国内で

オスプレイ墜落

事故が発生した

場合、どう責任

を取ろうとして

いるのでしょう

か？

ＪＲ東海労

は、日本国中全

ての基地へのオ

スプレイの配備

に反対です。

オスプレイ墜落！
住民の不安ますます拡大！
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